
平成２５年１月３０日

総務部行財政改革推進課

オールインワンシステムについて（案）

（１）オールインワンシステムについて

①オールインワンシステムの導入の経緯

別添「オールインワンシステムの導入の経緯」のとおり

②オールインワンシステムの概要

マネジメントサイクルを効率的・効果的に運用し、政策を着実に推進してい

くために、従来はそれぞれの仕組み等で運用されてきた以下の機能に必要な情

報を集約し、一括して管理する仕組みを構築し、マネジメントサイクルの効果

的な運用を図ることとします。

このため、経営方針実践方策とみえ政策評価システムについては、廃止する

こととします。

③ オールインワンシステムの構成

「オールインワンシステム」は、「組織マネジメントシート」と「事業マネジ

メントシート」から構成し、一体的に運用管理できる仕組みとして構築してい

きます。

「組織マネジメントシート」は、知事の示す「経営方針」と常に一貫性を保

<オールインワンシステムを活用する機能>

・経営方針の策定

・経営方針実践方策（年度計画・目標の設定、計画の進行管理）

・みえ政策評価システム（施策や事業の自己評価）

・政策協議（評価・改善の検討の場）

・成果レポート（成果の対外的な説明）

・勤務評定の業務評価（成果に対する人事評価）

・前年度評価に基づく事務事業の見直し

・予算要求・当初予算編成に向けての基本的な考え方（資源配分の検討）

・重点化施策（仮称）の検討

・事務引継（内部の事業説明）

資料１



って職員全員が行動できるようにするとともに、所属の目指す姿に向かって、

仕事の進め方や組織力の向上等に関する年間の行動計画やその目標を明確にし、

進捗管理していくシートとします。

「事業マネジメントシート」は、「みえ県民力ビジョン・行動計画」に掲げた

目標や事業目的等を着実に実現・達成していくために進捗管理していくシート

であるとともに、次年度の戦略・予算などの検討資料や、成果に対する対外的

な説明責任を果たす「成果レポート」につながる評価資料としていきます。ま

た、「事業マネジメントシート」はそれぞれの主担当の管理職が、次の単位で作

成することとします。

④ オールインワンシステムのスケジュール

当該年度において、速やかに事業を実施する体制とするため、「事業マネジメ

ントシート」は、当初予算の要求段階から着手し、「組織マネジメントシート」

は４月初旬に作成します。また、半期ごとに、組織運営や事業の進捗管理をし

ていきます。詳細のスケジュールは別添「事業マネジメントシート作成と活用

の流れ」のとおりとします。

（２）平成 24 年度、25 年度のスケジュール

平成 24 年度、25 年度のマネジメントシートのスケジュールは、以下及び別

添「平成 24、25 年度の当面の策定スケジュール」のとおりです。なお、24 年

度事業の評価、改善を確実に実施し、成果レポートを作成し、着実に 25 年度以

降へ反映するため、事業マネジメントシートは 24 年度分から作成をお願いする

こととします。（ただし、24 年度の事業マネジメントシート（事務事業）のみ、

現行の「みえ政策評価システム」の「基本事業補足シート」の記載項目に準じ

た暫定的な様式とします。）

〈事業マネジメントシートの作成単位〉

【選択・集中プログラム単位】 部局長

【施策・行政運営の取組単位】 副部長・次長

【事務事業単位】 課長等

※ なお、基本事業の進行管理と評価については、基本事業単位

のシートによらず、施策単位で作成する「事業マネジメント

シート」のなかで一体的に進行管理及び評価を行うこととし

ます。



平成 24 年度組織マネジメントシートは作成せず、平成 24 年度経営方針実践

方策の期末評価を従来のスケジュールで実施してください。

①平成 24 年度事業マネジメントシートの作成スケジュール

２月～ (ⅰ)平成 24 年度事業マネジメントシート（事務事業）を作成

（ⅱ)平成 24 年度事業マネジメントシート（事務事業）の「２．取組

内容とその結果」と「３．年間実施結果」の「成果と残された課

題」、「今後に向けた改善のポイントと取組方向」を平成 24 年度

事業マネジメントシート（事務事業総括表）へ基本事業や施策、

行政運営、選択・集中プログラムと関係の深い部分のみ転記し、

作成。「基本事業」と「選択・集中プログラム」の「実践取組」

単位でそれぞれ作成。

（ⅲ）(ⅱ)で作成した平成 24 年度事業マネジメントシート（事務事業

総括表）を参考に平成 24 年度事業マネジメントシート（施策、

行政運営及び選択・集中プログラム）の「年間実施結果」まで（別

表・「期末」欄含む）を作成。（「２．中間進捗情報」は記載しませ

ん）

４月中旬 平成 24 年度事業マネジメントシート（施策、行政運営、選択・集中

プログラム）完成、提出。

４月１７日～「春の政策協議」を経て確定

②平成 25 年度マネジメントシートの作成スケジュール

２月～ (ⅰ)平成 25 年度事業マネジメントシート（事務事業）の「１．事業

概要」と「２．取組詳細」を作成。

４月～ 平成 25 年度部局長組織マネジメントシート、平成 25 年度事業マ

ネジメントシート（施策、行政運営、選択・集中Ｐ）の作成着手。

春の政策協議日 平成 25 年度部局長組織マネジメントシート案提出



春の政策協議後 「春の政策協議」をふまえて平成 25 年度部局長組織マネジメ

ントシート、平成 25 年度事業マネジメントシート（施策、行

政運営、選択・集中プログラム）確定。

【参考】平成 25 年版成果レポートスケジュール（予定 ※県議会日程は想定）

５月上旬 春の政策協議後の原稿再提出期限

５月中旬 政策会議（成果レポート（案）決定）

５月中旬 高速コピー入稿

６月上旬 成果レポート（案）、県議会提示

６月中旬 県議会各行政部門別常任委員会

成果レポート確定原稿期限

６月下旬 成果レポート原稿確定、入稿

７月中旬 成果レポート正本公表

（３）その他

・平成 24 年度事業マネジメントシート（施策、行政運営、選択・集中プログラ

ム）の提出期限については、「春の政策協議」の各協議日の３日前（週休日は

除く）とします。

・予算要求にあたっては、原則として「見積書に当然に添付することが求めら

れる資料（積算根拠を示す資料等）」と「事業マネジメントシート(事務事業)」

のみとすることとします。

・事業マネジメントシート（事務事業）の作成対象は、次の事務事業を除く、

すべての事務事業とします。

【対象外とする事務事業】

①給与費、公債費、交際費

②対象が県組織内部であるとともに政策的判断を要しない内部管理事務

ただし、②の対象事業については、別途指定します。

※公共事業にかかる事業マネジメントシートの作成については検討中

・「成果レポート」においては、事業マネジメントシート（施策、行政運営、選

択・集中プログラム）のうち、マネジメント資料である「別表」（「基本事業

（実践取組）ごとの進捗状況」）を除いた評価表部分を取りまとめ公表します。



事業マネジメントシート（事務事業）は、事業実施結果が確定した段階（成

果レポート正本公表後）で、とりまとめ、情報公開窓口へ設置します。

・マネジメントシートは、共通の共有サーバを用意し、保管していただく予定

です。準備が整いましたら別途ご連絡します。

・現在、県サーバ上で評価表（基本事業補足シートを含む）の管理を行ってい

る「みえ政策評価データベース」については、経営方針実践方策とみえ政策

評価システムの統合に伴い、廃止します。（ただし、一定期間、MIIS 上で過年

度の評価表等を参照できるよう検討します。）



オールインワンシステムの導入の経緯

１ 現行システムの課題

オールインワンシステムの導入に当たり、以下について、現行システムの課

題ととらえています。

（１）「みえ政策評価システム」における課題

現行の「みえ政策評価システム」については、導入してから年数が経過して

おり、職員の負担軽減のため簡略化してきたものの、目的や活用方法等の職員

への周知や継続的改善が追いついておらず、形骸化が課題としてあげられます。

「みえ行政経営体系」の職員基礎調査でも同様の意見が聞かれ、評価したこと

が予算配分などにつながる道筋が見えず、職員にとっては何につながる評価か

がわかりにくいため、評価の効果を実感できず負担感だけが募っています。昨

年度実施した「三重県版事業仕分け」では、仕分け人に対して事務事業そもそ

もの目的や効果が十分に説明できない状況が多く見受けられたこともあり、政

策評価におけるシステムを改善するにあたっては、それぞれの事務事業の目的、

効果と課題について明確に整理できるものであることが望まれます。

また、「みえ政策評価システム」のアンケート結果においては、成果レポート

や予算説明資料として議会等に提出されている施策、重点事業の評価と違って、

基本事業の評価は具体的に使用されていないことも意見としてあがっています。

（２）「みえ行政経営体系」における課題

現行の「みえ行政経営体系」については、行政経営全般におけるＰＤＳサイ

クルを回していくことをねらいとして、Ｐ（戦略策定）、Ｄ（戦略展開）、Ｓ（評

価）の各段階で経営方針、経営方針実践方策、みえ政策評価システムといった

ツールを活用しているものの、それぞれのツールが独立しているために、仕組

み間の連携が見えにくく、特にＤ→ＳやＳ→Ｐというつながりがうまくいって

いません。そのため、計画を立てること、評価をすることといったそれぞれの

仕組みが目的となってしまう傾向や、達成できなかったことに対する原因（課

題）の洗い出しや課題の解決に向けた検討が不足するなど、充分な改善につな

がらない状況があります。それぞれの仕組みが独立していることは、年度計画・

目標の設定、施策や事業の自己評価、予算要求等それぞれの場に応じて資料を

作成することにもつながり、事務が煩雑となっていることも課題としてとらえ

ています。



また、現行の「みえ行政経営体系」のスケジュールについては、前年度評価

を当該年度に行い、その評価結果は、当該年度には活かされず次年度予算にし

か反映できず、1 年間の空白が生じていることや、前年度の評価を踏まえ、今年

度の計画を 5 月～6 月に立てることとなっており、年度当初からの事業実施とい

う意味では、スピード感のある年度計画とは言えない状況があります。

２ オールインワンシステムの目的

こうした課題をふまえ、改善するためにオールインワンシステムを導入しま

す。その目的は次のとおりです。

○ ＰＤＣＡサイクルをそれぞれの仕組みで運用するのではなく、１つの仕組み

（オールインワンシステム）とすることでＰＤＣＡサイクルの機能を強化し、

評価、改善を確実に計画につなげるとともに１つの様式を様々な場面で活用

することで資料作成の手間を効率化することを目的とします。

○ 前年度の評価を確実に次年度経営方針、予算編成に活かし、それに加え当該

年度の中間期の進捗情報を確認し、1年間の空白をおかずタイムリーに次年

度経営方針、予算編成に反映することを目的とします。

○ ＰＤＣＡサイクルのＣ（評価）、Ａ（改善）をＰ（計画）につなげていくこ

とを職員に意識づけることを目的とします。そもそも事業の目的、目標は何

かを十分議論し、目標が達成できなかったことに対する原因は何かを検討す

る機会をつくることを目的とします。



（参考）

職階別に作成すべきマネジメントシート

１．「選択・集中プログラム」を担当する部局長

組織マネジメントシート

事業マネジメントシート（選択・集中Ｐ）

２．「選択・集中プログラム」を担当しない部局長

組織マネジメントシート

３．「施策」を担当する副部長・次長

組織マネジメントシート

事業マネジメントシート（施策）

４．「施策」を担当しない副部長・次長

組織マネジメントシート

５．本庁で「基本事業」を担当する課長

組織マネジメントシート

事業マネジメントシート（事務事業総括表）

事業マネジメントシート（事務事業）

６．本庁で「基本事業」を担当しない課長

組織マネジメントシート

（事業マネジメントシート（事務事業））

７．特命職及び地域機関の所長・室長等

組織マネジメントシート




























































